
節電効果 １５万円／年
節電電力 約 ２．８kW
節電電力量 約 ７，６００kWh

運転機５台のうち，無負荷運転状態が長く続く１台を停止

○ 無負荷運転状態（アンロード）が長く続いているコンプレッサーを停止することで節電になります。
（必要圧縮空気量に対し供給力（運転台数）に余裕がある場合，運転台数を減らすことで消費電力（kW）が下がります）

運転台数低減のイメージ

■対策内容 ：

■節電効果 ：
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■無負荷運転が長く続いている場合に有効な対策です。

（試算条件）
消費電力：11kW/台
無負荷運転時の消費電力比：25％（仮定）
対象時間：11時間/日（9:00～20:00）
対象日数：250日/年
［コンプレッサーの型式によって消費電力比は変わります（右グラフ参照）］

コンプレッサーの運転台数を削減すると．．．

運転台数の削減
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１台停止
■計算式 ： 節電電力（kW）＝消費電力×無負荷運転時の消費電力比

節電電力量（kWh）＝節電電力×対象時間×対象日数

無負荷 負荷
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注）本内容はお客さまの運用状況等によって異なる場合がございます

コンプレッサー制御方式と消費電力
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【高圧電力Ｓ単価を適用】

無負荷運転

出典：省エネルギー技術実践シリーズ空気圧縮機［（一財）省エネルギーセンター］ P82 図4.9より


